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令和元年６月定例会

新体制 動

令
和
の
始
ま
り

　６月定例会は、６月14日（金）から７月８日（月）まで
の25日間の会期で開催しました。
　今回は、条例の改正、令和元年度補正予算、人事案件など
市長提出議案等16件を審議しました。ほか３件の報告があ
りました。
　議決結果は、市長提出議案等16件が原案どおり可決・同
意等となりました。　　　　
　一般質問は、８人が市政に関する問題を質問しました。今
定例会には、延べ33人の方々が傍聴に訪れました。

令和元年第１回定例会日程

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
暮
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
凌
ぎ
で

し
ょ
う
か
。

　
4
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
新
た
に
新
人
5
名
を
含
む

19
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
寛
大
な
ご
理
解
と
厳
正
な
審
判
を
賜

り
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
般
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
各
候
補
者
の
政
策
や
ビ
ジ
ョ

ン
、
あ
る
い
は
政
治
に
対
す
る
姿
勢
は
市
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
伝

わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
…
前
回
を
7
・
03
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
る
50
・
65

%
と
い
う
投
票
率
に
終
わ
っ
た
平
成
最
後
の
選
挙
は
、
令
和
時
代
に

お
け
る
民
主
主
義
の
正
統
性
に
懸
案
を
残
す
結
果
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
に
関
心
と

親
し
み
を
抱
い
て
頂
け
る
よ
う
不
断
の
研
鑽
を
お
約
束
す
る
一
方
で
、

公
職
選
挙
法
を
含
む
選
挙
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を
始
め
る

時
期
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
国
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
に
対
し
、
危
機
感
を
持
っ
て
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
運
営
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
議
会
報
告
会
・
会
派
制
及
び

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配
信
の
導
入
や
予
算
決
算
常
任

委
員
会
の
設
置
等
、
矢
継
ぎ
早
に
改
革
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
た
に
代
表
質
問
制
の
導
入
や
議
会
の
I
C
T
化
等
、
今
期
も

更
に
改
革
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
課
題
や
要
望

か
ら
決
し
て
逃
げ
ず
に
一
定
の
答
え
を
必
ず
導
き
出
す
議
会
の
姿
勢

を
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
期
議
会
に
対
し
ま
し
て
も
皆
様
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
「
令
和
」
が
合
志
市
に
と
り
ま
し
て
安
寧
で
活
気
あ
る
時
代
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
酷
暑
続
き
ま
す
折
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
自
愛
専
一
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

議
長
・
副
議
長
挨
拶

議長
坂本　武人

副議長
青木　照美

月 日 曜 会議名 主な内容

6

14 金 本会議 市長提出議案上程及び説明

17 月
本会議 一般質問

18 火

21 金
本会議 質疑、委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等　

24 月 常任委員会・分科会 付託事件の審査

28 金 予算決算常任委員会 分科会長報告、自由討議

７
４ 木 予算決算常任委員会 総括質疑、討論、採決

８ 月 本会議 委員会報告（質疑、討論、表決）
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プレミアム付商品券
販売事業

1億3,000万円

旧西合志庁舎
駐車場改修工事
1,712万円

介護保険
特別会計操出金
2,143万円

総合健康センター
施設維持管理事業
2,617万円

●合志市下水道条例の一部を改正する条例
　下水道事業会計の赤字解消のため、下水道使用料の
改定を行なうもの。上下水道事業運営審議会の答申に
基づき、基本使用料 50 円（税抜）の値上げと累進制
の採用による超過使用料の値上げを行なうもの。
●合志市立学校設置条例の一部を改正する条例
　令和 3年 4月に開校予定の小中学校の校名を「合志
市立合志楓の森小学校」及び「合志市立合志楓の森中
学校」とする条例。
●合志市職員の勤務時間、休憩等に関する条例の一部

を改正する条例
　職員の長時間労働の是正のための措置として、時間
外勤務命令の上限を定めるために必要な改正。
●合志市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改

正する条例
　災害弔慰金支給等に関する法律等の改正に伴い、災
害援護金の貸付けに関する保証人、利率および償還方
法等の改正を行なうもの。

●合志市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一
部を改正する条例
　児童福祉法の改正に伴い、同条例中に引用する条項
の番号が変更されたため、必要な改正を行なうもの。
●合志市営住宅条例の一部を改正する条例
　熊本地震で被災した市営住宅（日向住宅の一部）の
解体撤去に伴い、管理戸数が減となったために必要な
改正を行なうもの。
●合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例
　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律等
の改正に伴い条例改正を行なうもの。

●合志市教育委員会委員の任命 池頭　俊氏（栄温泉団地）
●人権擁護委員候補者の推薦 惠濃裕司氏（永江団地）
●人権擁護委員候補者の推薦 川畑愛子氏（桜路）

委員構成　議長を除く全議員
委 員 長　青木照美
副委員長　来海恵子

住民税非課税者及び子育て世
帯（2016年４月２日から2019
年9月30日の間に生まれた子
がいる世帯）の世帯主を対象

消費税率改正に合わせて、低
所得者の介護保険料の軽減強
化を図るもの

旧西合志庁舎の改修に伴い、
駐車場の排水不良や舗装の老
朽化、台数確保のための改修
工事費

ユーパレス弁天の施設・設備
劣化調査、中期保全計画書及
び改修計画案作成に関する調
査委託費等

令和元年度一般会計補正予算
補正額 ２億４,９６２万１千円
総　額 246 億１,９６２万１千円

条例改正 原案可決

人事案件

審議日程
令和元年6月21日（金）全体会
令和元年6月24日（月）各分科会
令和元年6月28日（金）全体会
令和元年7月  4日（木）全体会

総括質疑
（1）旧西合志庁舎および周辺施設エリアの

利活用について
6月補正で増額となった理由と総事業費
の確認。
周辺道路の拡幅工事を行なった際、旧西
合志庁舎の駐車場の排水不良、舗装の老
朽化、台数確保について市民から要望が
あったため。
総事業費は平成30年度と合わせて約2
億円となっている。

（2）学校給食米飯購入差額補助金について
炊飯米購入が必要となった理由と現状の
問題点の確認。
市内の3小学校で、9人の非常勤給食調
理員が不足していた。給食停止の状況を
避けるために、緊急対策として学校給食
会から米飯を購入している。なお、すべ
て合志市産米を使用している。調理員不
足の問題点は、報酬額の見直しを行なっ
たが、完全には解消できていない。

（3）母子保健費について
補正が必要になった理由及び保健師等の
補充ができない場合の対応策は。
保健師と管理栄養士の育休や退職等で、
3名分の臨時職員の予算を補正計上した。
今後も保健師の募集は継続しつつ、その
時々の体制で業務を調整し、住民サービ
スに影響がないように努める。

●所轄の範囲
予算・決算に関する事項

予算決算常任委員会

問

答

問

答

問

答

いけがしら　 たかし

え  のう ゆう じ

かわばた あい  こ

議長はオブザーバー出席
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後列：　吉永　健司　　坂本　早苗　　　松井美津子　　西嶌　隆博
前列：□坂本　武人　○後藤　修一　　◎来海　恵子　　青木　照美 後列：　永清　和寛　　　辻　　　藍　　辻　大二郎

前列：○青山　隆幸　　◎上田　欣也　　澤田　雄二

菊池郡市２市２町で構成された、消防・火葬場・し尿処理
等を共同で行なうための組織です。

菊池市・合志市で構成された診療所の運営、管理を共同で
行なうための組織です。

菊池郡市２市２町で構成された、清掃行政の一部を共同で
行なうための組織です。

主に75歳以上の高齢者に係る、医療の給付等の実施を目的
に設置されている特別地方公共団体です。

吉永健司議員 坂本武人議員 来海恵子議員

おめでとうございます！

菊池広域連合 九思会

日本共産党合志市議団

公明党

無会派

一部事務組合議会議員 会派構成

菊池養生園保健組合

菊池環境保全組合

県後期高齢者医療広域連合

坂 本 武 人 　 青 木 照 美
来 海 恵 子 　 吉 永 健 司

坂 本 早 苗 　 西 嶌 隆 博
青 山 隆 幸 　 齋 藤 正 昭

後 藤 修 一 　 澤 田 雄 二

来 海 恵 子

代　　表 吉　永　健　司
幹 事 長 青　木　照　美
所属議員 来　海　恵　子　
 後　藤　修　一
 西　嶌　隆　博
 青　山　隆　幸
 野　口　正　一
 澤　田　雄　二
 後　藤　祐　二
 辻　大　二　郎
 辻　　　　　藍
 永　清　和　寛

代　表 濱 元 幸 一 郎

代　表 松 井 美 津 子

 坂　本　早　苗
 上　田　欣　也
 齋　藤　正　昭
 犬　童　正　洋

　

　第95回全国市議会議長会定
期総会において吉永健司議員、
坂本武人議員が議長・副議長４
年表彰を受け、坂本武人議員、
来海恵子議員が議員在職15年
以上表彰を受けました。なお池
永幸生前議員にも同じく議員在
職15年以上の表彰が行なわれ
ております。

議員表彰

●所轄の範囲
議会情報を市民に分かりやすく知らせるための議会だよりの編集、
発行に関すること

●所轄の範囲
○議会の運営に関する事項
○議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
○議長の諮問に関する事項

議会運営委員会 議会広報調査特別委員会

◎は委員長、○は副委員長　□はオブザーバー
◎は委員長、○は副委員長

※議長に関しては、会派間の公正・中立を担保する意味に
　おいて、自ら任意で会派を離脱しています。



価
格
が
少
し
割
高
で
消
費
期

限
も
短
い
。
本
年
度
の
災
害

備
蓄
品
の
購
入
に
粉
ミ
ル
ク

を
予
定
し
て
る
が
、
液
体
ミ

ル
ク
は
災
害
時
に
非
常
に
適

し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
計

画
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い

て・
ラ
イ
ン
で
の
い
じ
め
相
談

に
つ
い
て

・
多
胎
児
の
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て

て
い
る
。

　
荒
尾
市
や
大
津
町
で
は

自
治
体
独
自
で
家
賃
補
助
や

就
職
支
援
金
を
支
給
し
て
い

る
。
合
志
市
で
も
支
援
制
度

を
つ
く
っ
て
保
育
士
確
保
に

全
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
保

育
士
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
園
と
一
緒
に
研
究
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

と
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
施
設
の
解
体
設
計

業
務
委
託
を
実
施
し
、
来
年

度
以
降
に
水
処
理
施
設
等
の

解
体
撤
去
を
行
な
い
、
更
地

に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

利
用
目
的
次
第
で
は
補
助
金

の
返
還
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
、
庁
内
関
係
各
課
と

慎
重
に
協
議
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
須
屋
南
部
地
区
の
現
状
認

識
に
つ
い
て

・
国
債
の
運
用
に
つ
い
て

ス
は
高
齢
者
の
利
用
割
合
が

高
く
、
免
許
保
有
率
が
低
い

現
状
で
、
免
許
返
納
者
だ
け

の
特
典
な
ら
ば
不
公
平
感
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
は

一
律
半
額
運
賃
に
す
る
な
ど
、

公
平
性
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
入
っ

て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
小
学
校
標
準
服
に
つ
い
て

・
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て

・
梅
雨
前
の
通
学
路
の
安
全

点
検
に
つ
い
て

・
合
志
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

の
予
算
の
中
で
循
環
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
も
う
少
し

積
極
的
に
稼
い
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
無
配
当
で
役
員
報
酬
も

な
く
、
公
的
な
意
味
合
い
が

強
い
会
社
だ
。
主
な
事
業
に

雇
用
促
進
住
宅
の
管
理
と
空

き
家
対
策
が
あ
る
。
社
会
的

信
頼
が
あ
る
か
ら
、
銀
行
融

資
に
よ
り
、
旧
西
合
志
庁
舎

の
利
活
用
事
業
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
よ

り
成
果
が
出
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
も
常
に
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
自

動
業
務
用
ソ
フ
ト
）
導
入
な

ど
事
務
効
率
化
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

　
将
来
的
に
は
窓
口
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
に
よ
る
単
純
業
務
な
ど

が
事
務
効
率
化
解
決
の
決
め

手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

案
の
推
移
を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
が
把
握
し

て
い
る
数
字
は

平
成
26
年
度
は
３
件

平
成
27
年
度
は
８
件

平
成
28
年
度
は
８
件

平
成
29
年
度
は
12
件

平
成
30
年
度
は
15
件
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
よ
う
な
事

件
は
対
応
が
難
し
い
が
、
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
中
島
新
教
育
長
に
伺
う

・
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
補

助
に
つ
い
て

・
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て

一般質問 ６月定例会では２日間にわたり、市の課題や市政運営のことについて市長および
執行部に対して８名の議員が質問しました。その一部をお知らせします。

　
合
生
地
区
圃
場
整
備
事

業
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
取

り
組
み
が
始
ま
り
合
生
４
地

区
で
の
事
業
推
進
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や
問
題
が

重
な
り
合
い
、
農
地
の
集
積

や
集
団
化
が
難
航
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
前
回
の
答
弁
で

は
地
権
者
の
同
意
率
１
０

０
％
を
目
標
に
推
進
員
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

　
事
業
を
始
め
る
前
の
段

階
で
の
同
意
取
得
で
、
推
進

員
会
が
地
権
者
の
同
意
率
そ

れ
か
ら
相
続
の
未
登
記
問
題

な
ど
話
し
合
い
、
事
業
規
模

合
生
地
区
圃
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

野
口

　正
一 

議
員

問答

　
５
月
28
日
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
、
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
狙
っ
た
無
差

別
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
近
年
極
め
て
厳
し
さ
を

増
す
中
、
事
件
を
受
け
、
本

市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
か
。

 

６
月
５
日
に
、
合
志
市

緊
急
交
通
防
犯
対
策
関
係
者

会
議
を
行
な
っ
た
。
各
学
校

等
に
お
け
る
見
守
り
体
制
状

況
や
対
策
等
を
報
告
し
、
情

報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

青
パ
ト
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
。

 

本
市
に
お
け
る
不
審
者
事

川
崎
殺
傷
事
件
と

　
　本
市
の
不
審
者
事
案

青
山

　隆
幸  

議
員

答

　
人
口
１
，０
０
０
人
当
た

り
の
職
員
は
県
平
均
９
・
68

人
に
対
し
合
志
市
は
４
・
66

人
。
当
市
が
抱
え
る
事
務
量

に
対
し
職
員
数
は
適
正
か
。

　
職
員
１
人
の
業
務
処
理

量
が
経
験
年
数
等
に
よ
り
大

き
く
異
な
り
、
各
部
署
の
事

務
量
を
正
確
に
積
み
上
げ
る

こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る
。
事

務
量
に
対
し
職
員
数
が
適
正

な
の
か
判
断
は
難
し
い
。

　
少
な
い
職
員
数
の
中
、

公
民
連
携
が
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
思
う
が
市
の

分
析
は
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
指
定
管
理
者
制
度
、
ア

財
政
状
況
資
料
集
を
活
用
し

行
政
運
営
を
効
率
的
に
！

澤
田

　雄
二 

議
員

答答

答

問問

　
こ
う
し
未
来
研
究
所
を

設
立
す
る
と
き
、
市
が
関
与

す
る
た
め
に
株
主
と
な
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、「
何

を
や
っ
て
い
る
会
社
か
分
か

ら
な
い
」「
市
の
役
に
立
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
声
も

あ
る
。
収
益
は
上
が
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
還
元
・
再
投
資

で
き
て
い
る
の
か
。

　
銀
行
・
企
業
・
大
学
等

が
出
資
し
て
い
る
が
、
５
月

の
株
主
総
会
で
は
４
期
連
続

で
黒
字
と
の
報
告
で
あ
る
。

　
赤
字
だ
っ
た
ら
大
変
だ
。

図
書
館
・
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
指
定
管
理
委
託
は
市

こ
う
し
未
来
研
究
所
、

目
に
見
え
る
還
元
・
再
投
資
を

上
田

　欣
也 

議
員

問問 答

答

　
市
の
70
歳
以
上
の
方
は

３
月
末
で
１
万
４
４
５
人
、

う
ち
免
許
保
有
者
が
５
，５
６

７
人
で
、
約
53
・
２
％
で
あ

る
。
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
自
主
返
納
者

は
過
去
最
高
の
５
，２
７
７
人

で
あ
る
。
免
許
返
納
者
に
は

運
転
経
歴
証
明
書
と
、
全
県

内
の
バ
ス
と
市
電
の
半
額
の

免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
が

も
ら
え
る
。
交
通
の
便
が
良

く
な
い
と
返
納
し
づ
ら
い
の

で
、
市
独
自
で
レ
タ
ー
バ
ス

や
巡
回
バ
ス
の
運
賃
を
半
額

に
し
て
は
い
か
が
か
。

　
公
共
交
通
協
議
会
の
議

論
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

高
齢
者
運
転
免
許
証

　
　自
主
返
納
に
つ
い
て

来
海

　恵
子 

議
員

問答

　
須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
回
４
月
の
選
挙
に
お
い
て

も
、
須
屋
地
区
の
多
く
の
方

が
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。

４
年
前
の
一
般
質
問
で
は
、

具
体
的
に
は
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
な
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
時

点
で
は
ど
う
か
。

　
耐
用
年
数
が
残
る
管
理

棟
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
資

材
の
倉
庫
と
し
て
活
用
し
、

そ
の
他
の
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
解
体
を
行
な
い
、
更
地

に
し
た
後
、
災
害
時
等
の
車

中
泊
が
で
き
る
広
場
と
し
て

公
的
利
用
す
る
こ
と
で
、
国

須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　利
活
用
に
つ
い
て

後
藤

　修
一 

議
員

問答

　
保
育
の
質
の
確
保
の
た

め
に
は
、
保
育
士
の
皆
さ
ん

の
処
遇
改
善
が
必
要
。
今
保

育
士
不
足
が
深
刻
だ
。
施
設

は
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
保

育
士
確
保
に
向
け
て
各
園
に

対
し
て
、
ど
う
い
う
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
保
育
士
等
の
人
材
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
保
育
士
と
保

育
園
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
な
っ
て
い
る
。
保
育
園
で

は
保
育
実
習
に
訪
れ
た
学
生

の
確
保
な
ど
、
各
園
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
な
っ

保
育
士
の
処
遇
改
善
策
を

合
志
市
で
も
！濱

元
幸
一
郎 

議
員

答

答

問

問 問

　
今
年
、
国
産
の
液
体
ミ

ル
ク
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。

常
温
で
も
保
存
で
き
、
お
湯

も
要
ら
な
い
の
で
、
外
出
時

の
授
乳
に
も
助
か
り
、
子
育

て
世
代
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
、
ス
ト
レ
ス

で
母
乳
も
出
に
く
く
な
り
、

電
気
や
水
も
止
ま
れ
ば
哺
乳

瓶
の
消
毒
も
で
き
な
く
な
る

の
で
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
を
提
案
す
る
。

　
液
体
ミ
ル
ク
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
す
ぐ
に
飲
め
、

衛
生
的
で
あ
る
。
ま
た
お
湯

で
溶
か
し
た
り
、
容
器
を
煮

沸
し
た
り
す
る
行
程
も
要
ら

な
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

災
害
時
の
備
蓄
計
画
に
つ

い
て

松
井
美
津
子 

議
員

問答

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
全
体

計
画
の
41
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目

指
し
て
い
る
。
各
地
区
で
は

同
意
を
得
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
お
り
、
地
区

外
に
居
住
の
地
権
者
に
対
し

て
も
個
別
訪
問
等
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
同
意
者
１
７

９
人
、
同
意
率
93
％
の
状
況

で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
重
点
地
区
域
土
地
利
用
計

画
に
つ
い
て

・
西
合
志
第
一
小
学
校
の
樹

木
環
境
に
つ
い
て

・
外
灯
の
鉄
柱
と
燃
料
タ
ン

ク
に
つ
い
て

・
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て

問問

答

そ
の
他
質
問
事
項

・
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
合
志
市
の
関
わ
り

に
つ
い
て

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て
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委員会報告

時間外勤務命令の上限規定の中で、
他律的業務の範囲はすべての課とい
う考えで良いか。
他律的業務に指定できる対象範囲と
してはすべての課になるが、指定す
る場合は、業務量、業務実施時期な
どを自ら決定することが困難な業務
とされており、特定の部署になると
考える。

引き上げる報酬額の根拠は何か。
国会議員の選挙等の執行経費の基準
に関する法律が公布され、選挙長等
の報酬額が改正されたことに伴うも
のであり、国の基準と同額としたも
のである。

コミュニティ助成補助金について、
２行政区の無線放送システム設置の
ことだが、今回整備する設備と行政
無線との関係は。
各行政区限定で放送する内容などに
利用されており、放送機材も防災行
政無線より操作しやすくなっている。

（企画課）
熊本電鉄安全輸送設備等整備事業に
ついて、来年度の計画はどうなって
いるのか。
来年度もPC枕木の交換と併せ、車
輌更新や車輌検査など事業予算２億
２,974万３,000円の事業計画があ
り、市の負担は1,276万3,000円
を予定している。　

●所轄の範囲
○総務部（総務課、秘書政策課、交通防災課、企画課、財政
課、管財課）　○市民生活部（市民課、西合志総合窓口課、
税務課、環境衛生課）　○会計課　○選挙管理委員会事務局
○監査委員事務局　○議会事務局　○他の常任委員会の所管
に属さない事務

総務常任委員会・分科会

文教経済常任委員会・分科会

健康福祉常任委員会・分科会

後列　　辻　　　藍
前列　○青山　隆幸

◎は委員長、○は副委員長

　後藤　祐二
◎後藤　修一

濱元幸一郎
来海　恵子

●所轄の範囲
○健康福祉部【福祉事務所】（福祉課、子育て支援課、女性・子
ども支援課、健康づくり推進課、高齢者支援課、保険年金課）

◎は委員長、○は副委員長

●所轄の範囲
○教育委員会事務局教育部（学校教育課、生涯学習課、人権啓
発教育課）　○都市建設部（建設課、都市計画課、土地区画整理
室）　○水道局（水道課、下水道課）　○産業振興部（商工振興
課、農政課）　○農業委員会事務局

◎は委員長、○は副委員長

後列　　辻　大二郎
前列　○野口　正一

　齋藤　正昭
◎西嶌　隆博

上田　欣也
吉永　健司

後列　坂本　早苗
前列　青木　照美

　犬童　正洋
◎松井美津子

　永清　和寛
○澤田　雄二

　

問

問

答

答

問

答

問

答

【常任委員会】
合志市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例等の一部を改正する条例

合志市特別職等の非常勤職員の報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算
（総務課）

上下水道事業運営審議会の中では、
料金改定についてどのような意見が
あったのか。
上下水道事業運営審議会に、下水道
会計の現状をご理解いただいた上で
赤字解消に必要な30％の値上げも
諮ったが、一気に値上げすることは
市民の負担が大きいことや、上げ幅
についても人口増や節水意識の高ま
りから予測が難しい部分もあるので
状況をみながら、令和元年、５年、
９年と４年ごと計３回にわたり10％
ずつの値上げ予定となる。
合志市下水道事業経営戦略の中でも
維持管理の費用を見込んでおり、今
後、施設を維持していく上で今回の
使用料の値上げについては必要であ
る。

（商工振興課）
総合健康センター温泉熱利用設備導
入設計委託の補助率と具体的な事業
内容は。
補助率は対象事業費の３分の２であ
る。温泉熱を利用した熱交換器や貯
湯槽の設備導入の設計を行ない、資
源エネルギー利用量および二酸化炭
素排出量の削減を図りたい。

（農政課）
産地パワーアップ事業や強い農業づ
くり交付金、畜産クラスター事業な
どいくつもの補助金があるため、事
業を整理してすべての農家、認定農
家への周知について考えてほしい。
これまではＪＡ菊池、熊本酪農組合
などそれぞれの団体を通じて周知し
ていたが、今後は認定農業者協議会、
担い手育成協議会などの各種総会等
でも紹介していきたい。

問

答

問

答

問

答

【常任委員会】
合志市下水道条例の一部を改正する
条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算

対象者の内容と所得制限は。
自宅が半壊以上の人が対象で世帯人
数に応じて所得制限額が変わる。

多機関と連携を行なう相談支援コー
ディネーターを今後も配置していく
のか。
継続して経験豊かな専門員を配置し
ていく。

（子育て支援課）
無償化の対象は、３歳～５歳児と聞
いているが、０歳～２歳児はどうな
るのか。
０歳～２歳児は非課税世帯が無償化
の対象となる。

（高齢者支援課）
介護保険料が安くなるのは、消費税
増税に伴うものか。また、軽減分は
国が負担するのか。
消費税引き上げに伴い、低所得者の
第１段階から第３段階までの介護保
険料の軽減化を行ない、軽減した保
険料額には、国、県、市で公費負担
する。

（健康づくり推進課）
保健事業等展開事業出向負担金は、
出向先に行っている人の分か、来て
もらう人の分なのか。
専門的な機関から出向してもらい、
賃金を支払うかたちである。

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答

【常任委員会】
合志市災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部を改正する条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算
（福祉課）



価
格
が
少
し
割
高
で
消
費
期

限
も
短
い
。
本
年
度
の
災
害

備
蓄
品
の
購
入
に
粉
ミ
ル
ク

を
予
定
し
て
る
が
、
液
体
ミ

ル
ク
は
災
害
時
に
非
常
に
適

し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
計

画
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い

て・
ラ
イ
ン
で
の
い
じ
め
相
談

に
つ
い
て

・
多
胎
児
の
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て

て
い
る
。

　
荒
尾
市
や
大
津
町
で
は

自
治
体
独
自
で
家
賃
補
助
や

就
職
支
援
金
を
支
給
し
て
い

る
。
合
志
市
で
も
支
援
制
度

を
つ
く
っ
て
保
育
士
確
保
に

全
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
保

育
士
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
園
と
一
緒
に
研
究
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

と
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
施
設
の
解
体
設
計

業
務
委
託
を
実
施
し
、
来
年

度
以
降
に
水
処
理
施
設
等
の

解
体
撤
去
を
行
な
い
、
更
地

に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

利
用
目
的
次
第
で
は
補
助
金

の
返
還
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
、
庁
内
関
係
各
課
と

慎
重
に
協
議
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
須
屋
南
部
地
区
の
現
状
認

識
に
つ
い
て

・
国
債
の
運
用
に
つ
い
て

ス
は
高
齢
者
の
利
用
割
合
が

高
く
、
免
許
保
有
率
が
低
い

現
状
で
、
免
許
返
納
者
だ
け

の
特
典
な
ら
ば
不
公
平
感
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
は

一
律
半
額
運
賃
に
す
る
な
ど
、

公
平
性
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
入
っ

て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
小
学
校
標
準
服
に
つ
い
て

・
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て

・
梅
雨
前
の
通
学
路
の
安
全

点
検
に
つ
い
て

・
合
志
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

の
予
算
の
中
で
循
環
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
も
う
少
し

積
極
的
に
稼
い
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
無
配
当
で
役
員
報
酬
も

な
く
、
公
的
な
意
味
合
い
が

強
い
会
社
だ
。
主
な
事
業
に

雇
用
促
進
住
宅
の
管
理
と
空

き
家
対
策
が
あ
る
。
社
会
的

信
頼
が
あ
る
か
ら
、
銀
行
融

資
に
よ
り
、
旧
西
合
志
庁
舎

の
利
活
用
事
業
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
よ

り
成
果
が
出
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
も
常
に
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
自

動
業
務
用
ソ
フ
ト
）
導
入
な

ど
事
務
効
率
化
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

　
将
来
的
に
は
窓
口
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
に
よ
る
単
純
業
務
な
ど

が
事
務
効
率
化
解
決
の
決
め

手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

案
の
推
移
を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
が
把
握
し

て
い
る
数
字
は

平
成
26
年
度
は
３
件

平
成
27
年
度
は
８
件

平
成
28
年
度
は
８
件

平
成
29
年
度
は
12
件

平
成
30
年
度
は
15
件
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
よ
う
な
事

件
は
対
応
が
難
し
い
が
、
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
中
島
新
教
育
長
に
伺
う

・
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
補

助
に
つ
い
て

・
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て

一般質問 ６月定例会では２日間にわたり、市の課題や市政運営のことについて市長および
執行部に対して８名の議員が質問しました。その一部をお知らせします。

　
合
生
地
区
圃
場
整
備
事

業
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
取

り
組
み
が
始
ま
り
合
生
４
地

区
で
の
事
業
推
進
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や
問
題
が

重
な
り
合
い
、
農
地
の
集
積

や
集
団
化
が
難
航
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
前
回
の
答
弁
で

は
地
権
者
の
同
意
率
１
０

０
％
を
目
標
に
推
進
員
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

　
事
業
を
始
め
る
前
の
段

階
で
の
同
意
取
得
で
、
推
進

員
会
が
地
権
者
の
同
意
率
そ

れ
か
ら
相
続
の
未
登
記
問
題

な
ど
話
し
合
い
、
事
業
規
模

合
生
地
区
圃
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

野
口

　正
一 

議
員

問答

　
５
月
28
日
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
、
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
狙
っ
た
無
差

別
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
近
年
極
め
て
厳
し
さ
を

増
す
中
、
事
件
を
受
け
、
本

市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
か
。

 

６
月
５
日
に
、
合
志
市

緊
急
交
通
防
犯
対
策
関
係
者

会
議
を
行
な
っ
た
。
各
学
校

等
に
お
け
る
見
守
り
体
制
状

況
や
対
策
等
を
報
告
し
、
情

報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

青
パ
ト
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
。

 

本
市
に
お
け
る
不
審
者
事

川
崎
殺
傷
事
件
と

　
　本
市
の
不
審
者
事
案

青
山

　隆
幸  

議
員

答

　
人
口
１
，０
０
０
人
当
た

り
の
職
員
は
県
平
均
９
・
68

人
に
対
し
合
志
市
は
４
・
66

人
。
当
市
が
抱
え
る
事
務
量

に
対
し
職
員
数
は
適
正
か
。

　
職
員
１
人
の
業
務
処
理

量
が
経
験
年
数
等
に
よ
り
大

き
く
異
な
り
、
各
部
署
の
事

務
量
を
正
確
に
積
み
上
げ
る

こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る
。
事

務
量
に
対
し
職
員
数
が
適
正

な
の
か
判
断
は
難
し
い
。

　
少
な
い
職
員
数
の
中
、

公
民
連
携
が
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
思
う
が
市
の

分
析
は
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
指
定
管
理
者
制
度
、
ア

財
政
状
況
資
料
集
を
活
用
し

行
政
運
営
を
効
率
的
に
！

澤
田

　雄
二 

議
員

答答

答

問問

　
こ
う
し
未
来
研
究
所
を

設
立
す
る
と
き
、
市
が
関
与

す
る
た
め
に
株
主
と
な
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、「
何

を
や
っ
て
い
る
会
社
か
分
か

ら
な
い
」「
市
の
役
に
立
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
声
も

あ
る
。
収
益
は
上
が
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
還
元
・
再
投
資

で
き
て
い
る
の
か
。

　
銀
行
・
企
業
・
大
学
等

が
出
資
し
て
い
る
が
、
５
月

の
株
主
総
会
で
は
４
期
連
続

で
黒
字
と
の
報
告
で
あ
る
。

　
赤
字
だ
っ
た
ら
大
変
だ
。

図
書
館
・
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
指
定
管
理
委
託
は
市

こ
う
し
未
来
研
究
所
、

目
に
見
え
る
還
元
・
再
投
資
を

上
田

　欣
也 

議
員

問問 答

答

　
市
の
70
歳
以
上
の
方
は

３
月
末
で
１
万
４
４
５
人
、

う
ち
免
許
保
有
者
が
５
，５
６

７
人
で
、
約
53
・
２
％
で
あ

る
。
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
自
主
返
納
者

は
過
去
最
高
の
５
，２
７
７
人

で
あ
る
。
免
許
返
納
者
に
は

運
転
経
歴
証
明
書
と
、
全
県

内
の
バ
ス
と
市
電
の
半
額
の

免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
が

も
ら
え
る
。
交
通
の
便
が
良

く
な
い
と
返
納
し
づ
ら
い
の

で
、
市
独
自
で
レ
タ
ー
バ
ス

や
巡
回
バ
ス
の
運
賃
を
半
額

に
し
て
は
い
か
が
か
。

　
公
共
交
通
協
議
会
の
議

論
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

高
齢
者
運
転
免
許
証

　
　自
主
返
納
に
つ
い
て

来
海

　恵
子 

議
員

問答

　
須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
回
４
月
の
選
挙
に
お
い
て

も
、
須
屋
地
区
の
多
く
の
方

が
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。

４
年
前
の
一
般
質
問
で
は
、

具
体
的
に
は
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
な
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
時

点
で
は
ど
う
か
。

　
耐
用
年
数
が
残
る
管
理

棟
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
資

材
の
倉
庫
と
し
て
活
用
し
、

そ
の
他
の
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
解
体
を
行
な
い
、
更
地

に
し
た
後
、
災
害
時
等
の
車

中
泊
が
で
き
る
広
場
と
し
て

公
的
利
用
す
る
こ
と
で
、
国

須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　利
活
用
に
つ
い
て

後
藤

　修
一 

議
員

問答

　
保
育
の
質
の
確
保
の
た

め
に
は
、
保
育
士
の
皆
さ
ん

の
処
遇
改
善
が
必
要
。
今
保

育
士
不
足
が
深
刻
だ
。
施
設

は
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
保

育
士
確
保
に
向
け
て
各
園
に

対
し
て
、
ど
う
い
う
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
保
育
士
等
の
人
材
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
保
育
士
と
保

育
園
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
な
っ
て
い
る
。
保
育
園
で

は
保
育
実
習
に
訪
れ
た
学
生

の
確
保
な
ど
、
各
園
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
な
っ

保
育
士
の
処
遇
改
善
策
を

合
志
市
で
も
！濱

元
幸
一
郎 

議
員

答

答

問

問 問

　
今
年
、
国
産
の
液
体
ミ

ル
ク
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。

常
温
で
も
保
存
で
き
、
お
湯

も
要
ら
な
い
の
で
、
外
出
時

の
授
乳
に
も
助
か
り
、
子
育

て
世
代
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
、
ス
ト
レ
ス

で
母
乳
も
出
に
く
く
な
り
、

電
気
や
水
も
止
ま
れ
ば
哺
乳

瓶
の
消
毒
も
で
き
な
く
な
る

の
で
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
を
提
案
す
る
。

　
液
体
ミ
ル
ク
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
す
ぐ
に
飲
め
、

衛
生
的
で
あ
る
。
ま
た
お
湯

で
溶
か
し
た
り
、
容
器
を
煮

沸
し
た
り
す
る
行
程
も
要
ら

な
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

災
害
時
の
備
蓄
計
画
に
つ

い
て

松
井
美
津
子 

議
員

問答

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
全
体

計
画
の
41
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目

指
し
て
い
る
。
各
地
区
で
は

同
意
を
得
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
お
り
、
地
区

外
に
居
住
の
地
権
者
に
対
し

て
も
個
別
訪
問
等
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
同
意
者
１
７

９
人
、
同
意
率
93
％
の
状
況

で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
重
点
地
区
域
土
地
利
用
計

画
に
つ
い
て

・
西
合
志
第
一
小
学
校
の
樹

木
環
境
に
つ
い
て

・
外
灯
の
鉄
柱
と
燃
料
タ
ン

ク
に
つ
い
て

・
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て

問問

答

そ
の
他
質
問
事
項

・
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
合
志
市
の
関
わ
り

に
つ
い
て

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て
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委員会報告

時間外勤務命令の上限規定の中で、
他律的業務の範囲はすべての課とい
う考えで良いか。
他律的業務に指定できる対象範囲と
してはすべての課になるが、指定す
る場合は、業務量、業務実施時期な
どを自ら決定することが困難な業務
とされており、特定の部署になると
考える。

引き上げる報酬額の根拠は何か。
国会議員の選挙等の執行経費の基準
に関する法律が公布され、選挙長等
の報酬額が改正されたことに伴うも
のであり、国の基準と同額としたも
のである。

コミュニティ助成補助金について、
２行政区の無線放送システム設置の
ことだが、今回整備する設備と行政
無線との関係は。
各行政区限定で放送する内容などに
利用されており、放送機材も防災行
政無線より操作しやすくなっている。

（企画課）
熊本電鉄安全輸送設備等整備事業に
ついて、来年度の計画はどうなって
いるのか。
来年度もPC枕木の交換と併せ、車
輌更新や車輌検査など事業予算２億
２,974万３,000円の事業計画があ
り、市の負担は1,276万3,000円
を予定している。　

●所轄の範囲
○総務部（総務課、秘書政策課、交通防災課、企画課、財政
課、管財課）　○市民生活部（市民課、西合志総合窓口課、
税務課、環境衛生課）　○会計課　○選挙管理委員会事務局
○監査委員事務局　○議会事務局　○他の常任委員会の所管
に属さない事務

総務常任委員会・分科会

文教経済常任委員会・分科会

健康福祉常任委員会・分科会

後列　　辻　　　藍
前列　○青山　隆幸

◎は委員長、○は副委員長

　後藤　祐二
◎後藤　修一

濱元幸一郎
来海　恵子

●所轄の範囲
○健康福祉部【福祉事務所】（福祉課、子育て支援課、女性・子
ども支援課、健康づくり推進課、高齢者支援課、保険年金課）

◎は委員長、○は副委員長

●所轄の範囲
○教育委員会事務局教育部（学校教育課、生涯学習課、人権啓
発教育課）　○都市建設部（建設課、都市計画課、土地区画整理
室）　○水道局（水道課、下水道課）　○産業振興部（商工振興
課、農政課）　○農業委員会事務局

◎は委員長、○は副委員長

後列　　辻　大二郎
前列　○野口　正一

　齋藤　正昭
◎西嶌　隆博

上田　欣也
吉永　健司

後列　坂本　早苗
前列　青木　照美

　犬童　正洋
◎松井美津子

　永清　和寛
○澤田　雄二

　

問

問

答

答

問

答

問

答

【常任委員会】
合志市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例等の一部を改正する条例

合志市特別職等の非常勤職員の報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算
（総務課）

上下水道事業運営審議会の中では、
料金改定についてどのような意見が
あったのか。
上下水道事業運営審議会に、下水道
会計の現状をご理解いただいた上で
赤字解消に必要な30％の値上げも
諮ったが、一気に値上げすることは
市民の負担が大きいことや、上げ幅
についても人口増や節水意識の高ま
りから予測が難しい部分もあるので
状況をみながら、令和元年、５年、
９年と４年ごと計３回にわたり10％
ずつの値上げ予定となる。
合志市下水道事業経営戦略の中でも
維持管理の費用を見込んでおり、今
後、施設を維持していく上で今回の
使用料の値上げについては必要であ
る。

（商工振興課）
総合健康センター温泉熱利用設備導
入設計委託の補助率と具体的な事業
内容は。
補助率は対象事業費の３分の２であ
る。温泉熱を利用した熱交換器や貯
湯槽の設備導入の設計を行ない、資
源エネルギー利用量および二酸化炭
素排出量の削減を図りたい。

（農政課）
産地パワーアップ事業や強い農業づ
くり交付金、畜産クラスター事業な
どいくつもの補助金があるため、事
業を整理してすべての農家、認定農
家への周知について考えてほしい。
これまではＪＡ菊池、熊本酪農組合
などそれぞれの団体を通じて周知し
ていたが、今後は認定農業者協議会、
担い手育成協議会などの各種総会等
でも紹介していきたい。

問

答

問

答

問

答

【常任委員会】
合志市下水道条例の一部を改正する
条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算

対象者の内容と所得制限は。
自宅が半壊以上の人が対象で世帯人
数に応じて所得制限額が変わる。

多機関と連携を行なう相談支援コー
ディネーターを今後も配置していく
のか。
継続して経験豊かな専門員を配置し
ていく。

（子育て支援課）
無償化の対象は、３歳～５歳児と聞
いているが、０歳～２歳児はどうな
るのか。
０歳～２歳児は非課税世帯が無償化
の対象となる。

（高齢者支援課）
介護保険料が安くなるのは、消費税
増税に伴うものか。また、軽減分は
国が負担するのか。
消費税引き上げに伴い、低所得者の
第１段階から第３段階までの介護保
険料の軽減化を行ない、軽減した保
険料額には、国、県、市で公費負担
する。

（健康づくり推進課）
保健事業等展開事業出向負担金は、
出向先に行っている人の分か、来て
もらう人の分なのか。
専門的な機関から出向してもらい、
賃金を支払うかたちである。

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答

【常任委員会】
合志市災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部を改正する条例

【分科会】
令和元年度合志市一般会計補正予算
（福祉課）



月 日 曜 会議名 主な内容

8

26 月 本会議 市長提出議案上程及び説明

27 火

本会議 一般質問28 水

29 木

9

2 月
本会議 質疑、委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等　

3 火

常任委員会・分科会 付託事件の審査
4 水

5 木

6 金

11 水
予算決算常任委員会

分科会長報告、自由討議

18 水 総括質疑、討論、採決

20 金 本会議

委員会報告
（質疑、討論、表決）
議員提出議案

（上程、質疑、討論、表決）

　
改
選
後
、
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
６
人

の
う
ち
３
人
は
１
期
目
の
新
人
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

に
な
っ
て
２
号
目
な
の
で
、
私
を
含
め
ほ
か
の
委
員
も
戸
惑
う
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
中
、
今
回
も
委
員
全
員
で
力
を
合
わ

せ
て
作
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
聞
や
雑
誌
に
は
販
売
部
数
、
ま
た
テ
レ
ビ
に
は
視
聴
率
と

い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
広
く
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
一
つ
の
尺
度
で
、
テ
レ
ビ
で
あ
れ
ば
そ
の
番
組
の
人

気
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
き
ず
な
」
は
合
志
市
内
の

各
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
％
の
視

聴
率
！
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
に
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

編
集
す
る
身
と
し
て
は
、
常
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
選
挙
の
と
き
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、
議
会
の
在
り
方
や

合
志
市
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
身
近
な
方
と
話
す
機
会
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
思
い
に
応
え
る
よ
う
に
、
い
ま
合
志

市
の
抱
え
る
課
題
は
何
か
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
。
議
会
の
役

割
、
活
動
を
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
の
が
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
「
き
ず
な
」
の
役
目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
分
か
り
に
く

か
っ
た
点
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
内
容
、
さ
ら
に
直

言
、
ご
提
案
な
ど
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
「
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
会
」
に
は
「
調
査
」
の
二
文
字
も
し
っ
か
り
入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　 

（
上
田
　
欣
也
）

編
集
後
記

令和元年第２回定例会日程（予定）

賛　否　一　覧　表
※　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　可＝可決　　　同＝同意　　　適＝適任
※　採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　○＝賛成　　　●＝反対　　　除＝除斥　　　長＝議長　　（議長は、議決には加わりません。可否同数となったときは裁決権を行使します。）

令和元年第１回臨時会審議結果（5月10日）

令和元年第１回定例会審議結果（６月14日～７月８日）

　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　議　　員　　名
 
　　 議　案　等　の　名　称

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛

　成

反

　対
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決
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果

永
清

　和寛

辻

　
　
　藍

辻

　大二
郎

後
藤

　祐二

犬
童

　正洋

澤
田

　雄二

野
口

　正一

齋
藤

　正昭

青
山

　隆幸

西
嶌

　隆
博

後
藤

　修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田

　欣
也

坂
本

　早
苗

吉
永

　健
司

来
海

　恵
子

松
井
美
津
子

青
木

　照
美

坂
本

　武
人

市  

長  

提  

出  

議  

案

承
認

承１ 専決処分（合志市税条例等の一部を改正する条例の制定）の承認 可 全  会  一  致 長 18 0

承２ 専決処分（合志市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定）の承認 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

承３ 専決処分（合志市介護保険条例の一部を改正する条例の制定）の
承認 可 全  会  一  致 長 18 0

人
事 同16 合志市監査委員の選任 同 ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 0

報
告

報２ 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報  告  終  了 　　　 

報３ 専決処分（市営住宅に係る建物明渡等請求事件）の報告 報  告  終  了 　　　 

市  

長  

提  

出  

議  

案

条

　
　
　例

議37 合志市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

議38 合志市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議39 合志市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正
する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議40 合志市営住宅条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議41 合志市下水道条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

議42 合志市立学校設置条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

議43 合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 18 0

予

　
　算

議44 令和元年度合志市一般会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

議45 令和元年度合志市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議46 令和元年度合志市水道事業会計補正予算（第１号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議47 令和元年度合志市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 可 全  会  一  致 長 18 0

議48 令和元年度合志市下水道事業会計補正予算（第１号） 可 全  会  一  致 長 18 0

他 議36 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約
の一部変更 可 全  会  一  致 長 18 0

人

　
　事

同17 合志市教育委員会委員の任命 同 全  会  一  致 長 18 0

諮１ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全  会  一  致 長 18 0

諮２ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全  会  一  致 長 18 0

報

　
　告

報４ 平成30年度合志市一般会計繰越明許費の報告 報  告  終  了 　　　 

報５ 平成30年度合志市下水道事業会計予算繰越の報告 報  告  終  了 　　　 

報６ 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報  告  終  了 　　　 

6 合志市議会だより 令和元年 第54号


